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史
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そ
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ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
東
征
の
概
要 

 

全
国
に
あ
る
「
高
取
山
と
鷹
取
山
」
が
、
神
武
東
征
と
日
本
武
尊
東

征
の
足
跡
で
あ
る
こ
と
を
偶
然
に
見
つ
け
た
。 

 

高
取
山
か
ら
鷹
取
山
方
向
に
、東
征
が
進
ん
だ
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

奈
良
か
ら
東
が
日
本
武
尊
東
征
の
足
跡
で
あ
る
。
こ
れ
を
高
尾
山
や
○

尾
山
、
高
倉
山
や
○
倉
山
が
補
佐
し
て
い
た
。
見
え
て
き
た
日
本
武
尊

東
征
の
経
路
を
地
図
２
に
ま
と
め
た
。 

概
要
は
次
の
通
り
。 

① 

東
征
は
多
く
の
「
タ
ケ
ル
」
と
呼
ば
れ
た
人
の
集
大
成
で
な
く
、

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
自
身
が
副
将
軍
と
力
を
合
わ
せ
、
東
国
を
隈
な
く

巡
っ
た
、
足
か
け
四
年
に
及
ぶ
遠
征
で
あ
っ
た
。 

② 

纒
向
を
出
発
し
、
尾
張
で
は
建
稲
種
が
船
と
と
も
に
、
副
将
軍
と

し
て
参
加
し
た
。
東
海
道
を
進
み
、
最
初
の
冬
を
大
磯
の
鷹
取
山

の
麓
で
越
す
。 

③ 

日
本
書
紀
に
信
濃
で
分
か
れ
て
越
国
に
向
か
っ
た
と
記
す
、
吉
備

武
彦
は
、
も
っ
と
早
く
相
模
で
尊
と
分
か
れ
、
信
濃
・
佐
渡
・
飛

騨
と
進
み
美
濃
で
越
冬
し
た
こ
と
が
分
っ
た
。
翌
年
、
能
登
な
ど

北
陸
を
隈
な
く
巡
り
、
大
野
か
ら
美
濃
に
山
越
え
し
、
越
冬
し
た

後
に
関
ヶ
原
で
尊
と
再
会
す
る
。 

④ 

広
い
関
東
平
野
は
大
伴
武
日
が
担
当
し
た
。
や
は
り
相
模
の
海
老

名
で
尊
と
別
れ
、
福
島
ま
で
北
上
し
、
い
わ
き
か
ら
浜
街
道
を
北

上
し
柴
田
町
で
、
尊
と
再
会
し
越
冬
し
た
。 

⑤ 

日
本
武
尊
は
三
浦
半
島
か
ら
房
総
に
渡
り
、
常
陸
に
進
む
。 

 
 

そ
の
後
、
船
で
竹
水
門
（
七
ケ
浜
）
に
到
り
、
さ
ら
に
蝦
夷
が
参

加
し
て
船
で
八
戸
ま
で
北
上
し
北
か
ら
南
下
す
る
作
戦
を
と
っ
た
。 

⑥ 
南
下
の
途
中
、
建
稲
種
は
二
戸
で
分
岐
し
て
、
北
上
山
中
を
南
下

し
た
。
柴
田
町
で
尊
、
大
伴
武
日
、
建
稲
種
は
合
流
し
越
冬
し
た
。 
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⑦ 
も
う
一
人
の
副
将
軍
で
弟
橘
媛
の
父
、
穂
積
忍
山
宿
禰
は
八
戸
で

分
岐
し
、
下
北
半
島
か
ら
津
軽
半
島
に
渡
り
、
津
軽
平
野
・
秋
田 
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に
進
ん
だ
。男
鹿
半
島
で
越
冬
し
翌
年
、横
手
盆
地
を
巡
っ
た
後
、

庄
内
平
野
の
酒
田
で
尊
と
再
会
し
た
。 

⑧ 

柴
田
町
で
越
冬
し
た
尊
は
、
笹
谷
峠
を
越
え
て
山
形
に
進
み
、
米

沢
盆
地
を
巡
る
。 

⑨ 

置
賜
の
開
墾
の
た
め
、
大
伴
武
日
を
残
す
。
大
伴
武
日
は
、
そ
の

後
、
松
戸
で
帰
還
の
尊
と
再
会
し
た
。 

⑩ 

大
伴
武
日
と
別
れ
た
尊
は
、
最
上
川
を
船
で
下
り
酒
田
で
忍
山
宿

禰
と
再
会
す
る
。 

⑪ 

尊
は
鶴
岡
・
村
上
と
南
下
し
て
、
阿
賀
野
川
を
遡
上
し
会
津
に
到

る
。
会
津
か
ら
中
通
り
を
越
え
、
棚
倉
町
か
ら
久
慈
川
添
い
に
南

下
し
筑
波
山
・
松
戸
・
都
内
を
経
て
富
士
に
向
か
っ
た
。
富
士
を

巡
っ
た
尊
は
、
御
坂
峠
を
越
え
甲
斐
へ
、
雁
坂
峠
を
越
え
秩
父
に

進
む
。
さ
ら
に
沼
田
を
経
て
武
尊
山
に
登
っ
た
。 

⑫ 

沼
田
か
ら
鳥
居
峠
を
越
え
て
碓
氷
峠
に
立
つ
。
佐
久
か
ら
信
州
峠

を
越
え
北
斗
市
に
降
り
て
、
富
士
を
も
う
一
度
見
た
。
そ
の
後
、

伊
那
を
経
て
神
坂
峠
を
越
え
て
美
濃
に
向
か
う
。 

⑬ 

内
津
峠
を
越
え
た
と
き
、
早
馬
で
建
稲
種
の
悲
報
が
届
い
た
。
大

高
の
宮
夜
受
比
売
の
も
と
で
冬
を
す
ご
し
、
翌
春
、
伊
吹
に
向
か

っ
た
。
こ
こ
で
賊
の
毒
矢
を
受
け
負
傷
し
た
。 

⑭ 

近
江
の
遠
征
を
大
伴
武
日
に
任
せ
、
亀
山
に
向
か
う
手
前
の
能
褒

野
で
病
の
た
め
倒
れ
た
。 

 

こ
の
行
程
を
表
し
た
地
図
２
を
よ
く
見
る
と
、
富
士
山
へ
の
集
中
が
分

か
る
。日
本
武
尊
は
富
士
山
に
大
変
こ
だ
わ
っ
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。。 

  

倭
建
か
ら
日
本
武
へ
の
瞬
間 

 

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
は
双
子
の
兄
弟
の
弟
で
、
兄
は
大
碓
命
・
弟
は
小
碓

命
と
呼
ば
れ
た
。
弟
の
小
碓
命
は
十
六
歳
で
九
州
に
西
征
し
た
。
熊
曾

建
と
の
決
闘
の
最
中
に
倭
男
具
那
（
紀
で
は
童
男
）
と
名
乗
っ
て
い
た

が
、
熊
曾
建
か
ら
倭
建
の
名
を
も
ら
う
。 

 

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
東
征
に
つ
い
て
、
古
事
記
は
倭
建
命
、
日
本
書
紀
は

日
本
武
尊
と
記
し
て
い
る
。
私
見
で
あ
る
が
東
征
の
中
で
の
出
来
事
に

よ
り
名
を
「
倭
建
」
を
「
日
本
武
」
に
改
め
た
と
考
え
て
い
る
。 

そ
の
出
来
事
と
は
、
纒
向
を
出
発
し
て
駿
河
で
間
近
に
神
々
し
い
富

士
山
を
見
て
、
富
士
山
こ
そ
「
ひ
の
も
と
の
大
倭
」
の
中
心
と
強
く
思

っ
た
と
考
え
た
。 

 

そ
の
場
所
は
一
度
目
が
、
焼
津
か

ら
日
本
坂
を
越
え
た
峠
だ
っ
た
と
思

う
。
焼
津
で
火
に
囲
ま
れ
て
窮
地
を

脱
し
、敵
を
追
う
最
中
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
峠
で
富
士
山
を
見
て
初
め
て

「
ひ
の
も
と
」
に
「
日
本
」
の
文
字

を
当
て
日
本
坂
と
名
付
け
た
の
で
あ

ろ
う
。「
日
本
」
の
誕
生
で
あ
る
。 



地図３ 高天原 

地図４ 鳥海山 

 
二
度
目
は
富
士
山
が
素
晴
ら
し
く
よ
く
見
え
る
山
に
登
っ
た
時
で
、

遠
く
伊
豆
の
山
々
に
連
な
る
富
士
山
、
眼
下
に
は
海
に
延
び
る
松
原
が

見
え
る
。
そ
し
て
そ
の
山
を
日
本
平
と
名
付
け
て
、
日
本
の
平
け
き
こ

と
、
安
寧
を
祈
っ
た
。 

  

足
跡
経
路
に
見
る
富
士
山
へ
の
こ
だ
わ
り 

 

日
本
武
尊
東
征
の
経
路
に
、
富
士
山
へ
の
こ
だ
わ
り
を
読
み
取
っ
て

み
る
。 

① 

奈
良
の
高
取
山
か
ら
富
士
山
の
西
に
あ
る
鷹
鳥
山
の
ベ
ク
ト
ル
は
、

東
海
道
を
進
ん
だ
矢
印
で
あ
る
。
こ
の
鷹
取
山(1036m)

は
身
延
の

久
遠
寺
の
近
く
に
あ
り
、
日
蓮
が
毎
日
登
っ
た
身
延
山(1153m)

よ
り
低
い
山
で
あ
る
。
富
士
山
の
眞
西
に
あ
る
の
で
、
こ
の
山
を

選
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。 

② 

ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
が
走
水
か

ら
東
京
湾
を
渡
っ
た
の
は
、

四
月
八
日
と
考
え
た
。
ち

ょ
う
ど
こ
の
日
に
、
太
陽

が
富
士
に
沈
む
日
だ
っ
た

か
ら
で
あ
る
。
こ
の
日
の

渡
海
に
か
け
る
尊
の
思
い

を
知
っ
て
い
た
妃
の
弟
橘

媛
は
、
突
然
の
嵐
を
鎮
め

る
た
め
身
を
沈
め
て
い
た
。 

③ 

鹿
島
神
宮
の
海
寄
り
に
高
天
原
の
地
名
が
残
る
。
や
や
高
く
な
っ

た
こ
こ
か
ら
は
、
海
か
ら
昇
る
太
陽
と
、
富
士
に
沈
む
太
陽
の
両

方
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
二
月
四
日
の
立
春
で
あ
る
。

季
節
が
陰
か
ら
陽
に
転
ず
る
こ
の
日
の
こ
の
場
所
に
高
天
原
と
名

付
け
た
の
は
、
東
征
の
際
と
考
え
た
。 

④ 

茨
城
県
に
残
し
た
短
い
ベ
ク
ト
ル
は
、
那
珂
川
の
川
渡
り
し
た
場

所
を
指
し
挟
ん
だ
と
考
え
た
が
、
そ
の
山
の
設
定
に
富
士
山
を
意

識
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。 

⑤ 

秋
田
県
の
雄
和
町
の
高
尾
山
か
ら
鳥
海
山
、
酒
田
の
鷹
尾
山
、
尾

瀬
の
白
尾
山
、
富
士
山
に
到
る
直
線
は500km

近
い
直
線
で
あ
る
。

東
征
は
各
地
に
鳥
の
尾
の
意
味
の
○
尾
山
を
残
し
て
き
た
。 

鳥
海
山
と
は
、
名
付
け

て
き
た
鳥
の
尾
の
山
が
、

日
本
列
島
に
満
ち
て
鳥
の

海
に
な
っ
た
と
い
う
形
容

で
あ
る
。 

尾
瀬
の
白
尾
山
か
ら

は
、
山
峡
の
間
を
通
し
て

富
士
山
が
見
え
る
奇
跡
の

場
所
で
あ
っ
た
。 
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写真４ 日本中央の

碑 

写真２ 碑発見の谷 

 
日
本

ひ
の
も
と

中
央

ま
な
か

の
碑
を
訪
ね
て 

千
人
の
人
々
で
曳
い
た
と
伝
わ
る

碑
が
、
東
北
町
の
石
文
村
で
昭
和

24

年
に
見
つ
か
っ
た
。「
日
本
中
央
」
と
刻

ん
で
あ
る
。
矢
尻
で
碑
に
坂
上
田
村
麻

呂
が
刻
ん
だ
と
す
る
説
が
あ
る
。
私
は

日
本
武
尊
が
東
征
の
途
次
、
陸
奥
湾
が

見
え
る
石
坂
と
い
う
峠
に
建
て
た
と
考

え
て
い
る
。 

 

明
治
天
皇
が
近
く
の
千
曳
神
社
の
回
り
を
掘
ら
せ
た
が
見
つ
か
ら

な
か
っ
た
碑
で
あ
る
。
石
坂
を
訪
ね
て
驚
い
た
の
は
明
治
天
皇
が
こ
の

近
く
の
丘
の
上
に
も
立
た
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
維
新
が
成
っ
て
間

も
な
い
明
治
九
年
、東
北
巡
幸
の
折
、

岩
倉
具
視
・
木
戸
考
充
・
大
久
保
利

光
・
大
隈
重
信
な
ど
総
勢
百
四
十
八

名
を
引
き
連
れ
て
こ
の
丘
に
立
っ
た

の
だ
。
碑
が
石
坂
に
あ
っ
た
と
考
え

た
天
皇
は
、
こ
れ
か
ら
の
国
づ
く
り

に
、「
日
本
中
央
」
の
碑
を
残
し
た
人

の
心
を
知
っ
て
も
ら
い
た
か
っ
た
に

違
い
な
い
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

次
に
千
曳
神
社
を
訪
ね
た
。
小
さ
な
「
尾
山
頭
」
と
い
う
山
の
林
の

中
だ
っ
た
。
日
本
武
尊
は
こ
こ
ま
で
多
く
の
○
尾
山
を
残
し
て
き
た
。

そ
し
て
北
の
果
て
折
り
返
し
の
地
点
に
「
尾
山
の
頭
」
と
名
付
け
て
い

た
の
で
あ
る
。 

 千
曳
神
社
は
由
緒
に
よ
る
と807

年
、
坂
上
田
村
麻
呂
に
よ
り
創
祀
と

あ
っ
た
。
千
曳
神
社
は
そ
の
名
前
か
ら
、
碑
を
大
勢
で
曳
い
て
石
文
村

に
埋
め
た
と
き
の
創
祀
の
名
前
で
あ
る
。
田
村
麻
呂
が
自
分
で
石
文
を

建
て
そ
れ
を
埋
め
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
し
か
も
、
田
村
麻
呂
は

こ
の
地
に
は
来
て
い
な
い
と
の
こ
と
で
あ
る
。 

打
ち
首
直
前
に
坂
上
田
村
麻
呂
に
命
を
助
け
ら
れ
た
文
屋
綿
麻
呂

が
征
夷
将
軍
と
し
て
、
こ
こ
に
や
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
時
、
石
文
を

発
見
し
、
千
人
曳
き
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
石
坂
村
、
千
曳
村
、
石
文

村
が
並
ん
で
い
る
。
も
し
坂
上
田
村
麻
呂
が
「
日
本
中
央
」
と
刻
ん
だ

な
ら
ば
、
命
の
恩

人
で
ま
だ
生
存
し

て
い
る
人
の
石
文

を
取
り
除
き
埋
め

る
な
ど
考
え
ら
れ

な
い
。 

日
本
武
尊
は
富
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葦
原
中
津
国
、
葦
原
の
水
穂
国
、
秋
津
島
、
敷
島
、
大
八
洲
国
、
や

ま
と
、
倭
、
邪
馬
台
国
、
日
本
国
な
ど 

写真5 日本国 

士
山
を
見
た
と
き
か
ら
「
日
本
中
央
」
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。「
日
本

最
北
」
と
刻
ま
な
か
っ
た
こ
と
や
、
こ
れ
を
発
見
し
土
に
埋
め
て
残
し

た
、
日
本
武
尊
と
文
屋
綿
麻
呂
の
見
識
を
称
賛
し
た
い
。 

 

日
本
国
名
認
識
と
富
士
山 

 

日
本
の
国
の
名
前
に
つ
い
て
は
い
ろ
い
ろ
な
呼
び
方
が
あ
る
。 

 

国
号
の
い
ろ
い
ろ 

 

七
二
〇
年
「
日
本
書
紀
」
成
立
の
時
に
は
、
日
本
国
の
号
は
成
立
し

て
い
た
こ
と
に
な
る
。 

六
〇
七
年
、
聖
徳
太
子
の
「
日
出
処
の
天
子
、
書
を
日
没
処
の
天
子 

に

致
す
」
の
書
の
内
容
が
有
名
で
、
日
本
国
の
由
来
に
つ
い
て
大
陸
か
ら

見
て
、
日
の
出
の
方
角
に
あ
る
故
と
す
る
考
え
が
あ
る
。 

 

こ
れ
で
は
、
ま
る
で
大
陸
の
人
が
倭
国
を
日
本
と
呼
ん
だ
か
ら
、
こ

れ
を
拝
借
し
た
み
た
い
で
、
現
に
そ
の
よ
う
な
主
張
が
あ
る
。 

 

日
本
人
の
尊
厳
に
か
か
わ
る
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
由
来
が
富
士
山

に
あ
る
こ
と
を
述
べ
て
お
く
。
日
本
武
尊
が
東
征
の
中
で
、
富
士
山
こ

そ
国
の
中
心
で
「
ひ
の
も
と
」「
日
本
」
と
考
え
た
こ
と
に
始
ま
る
。 

 

こ
の
認
識
を
東
征
の
中
で
幾

度
も
残
し
て
い
た
。 

① 

最
初
の
「
日
本
」
発
想
地

点
に
日
本
坂
、
日
本
平
の

地
名
を
残
し
。
自
分
の
名

前
ま
で
変
更
し
て
い
る
。 

② 

東
征
の
折
り
返
し
地
点
に

「
日
本
中
央
」
の
石
文
を

残
し
た
。 

③ 

「
日
本
中
央
」
の
碑
か
ら
鳥
海
山
を
経
て
、
富
士
山
に
繋
が
る
直

線
を
残
し
た
。 

④ 

東
征
最
後
の
地
点
に
「
日
本
国
」の
地
名
と
山
の
名
前
を
残
し
た
。 

⑤ 

日
本
国
の
山
か
ら
富
士
山
ま
で
直
線
を
残
し
た
。 

⑥ 

富
士
山
か
ら
日
本
国
の

山
方
向
に
進
み
、
そ
の

中
間
の
武
尊
山
に
登
り
、

認
識
を
残
し
た
。 

     



地図５ 藤から富士へ  

藤
山
を
富
士
山
へ
改
名
し
た
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル 

 

富
士
山
の
富
士
は
漢
字
の
音
読
み
で
、
古
来
は
訓
読
み
の
藤
山
だ
っ

た
と
い
わ
れ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
日
本
武
尊
が
初
め
て
見
た

渥
美
半
島
の
田
原
市
に
は
藤
尾
山
を
残
し
て
い
る
。
越
国
に
向
か
っ
た

吉
備
武
彦
も
甲
斐
の
大
菩
薩
山
近
く
に
藤
尾
山
を
残
し
て
い
る
。 

 

日
本
武
尊
が
最
後
に
富
士
山
を
見
た
の
は
塩
尻
峠
付
近
と
考
え
る
。

こ
の
峠
を
越
え
た
安
曇
野
に
始
め
て
富
士
尾
山
が
登
場
す
る
。
こ
の
先

の
馬
羅
尾
山
と
対
で
富
士
山
を
指
し
示
し
て
い
る
。 

馬
羅
尾
山
か
ら
は
塩
尻
峠
を
越
え
て
、
八
ヶ
岳
と
南
ア
ル
プ
ス
の
間

を
通
し
て
奇
跡
的
に
富
士
山

が
見
え
る
。
藤
山
か
ら
富
士

山
の
名
前
変
更
を
残
し
た
の

で
あ
ろ
う
。 

 

富
士
と
は
、
東
征
に
つ
き

従
う
多
く
の
武
士
た
ち
を
思

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
左

右
対
称
の
文
字
を
選
ん
だ
の

も
富
士
山
の
秀
麗
な
形
か
ら

来
た
と
考
え
る
。 

  

富
士
山
へ
の
名
残
り 

 

古
事
記
や
日
本
書
紀
に
富
士
山
が
登
場
し
な
い
の
が
不
思
議
で
あ

る
が
、日
本
武
尊
ほ
ど
に
富
士
山
を
愛
し
た
人
を
未
だ
勝
手
知
ら
な
い
。

東
征
が
終
わ
れ
ば
、
も
う
二
度
と
富
士
山
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
か

も
し
れ
な
い
。
多
く
の
名
残
を
刻
ん
で
い
た
。 

① 

富
士
山
が
二
度
な
ら
ず
三
度
見
え
る
東
征
の
経
路
を
選
ん
で
い
る
。 

② 

東
北
か
ら
の
帰
り
、
二
度
目
の
富
士
で
は
、
副
将
軍
の
建
稲
種
と

山
中
湖
周
辺
の
山
々
か
ら
富
士
山
を
遠
望
し
て
、
い
く
つ
も
の
尾

山
を
残
し
て
た
。 

③ 

富
士
山
を
見
た
後
、
日
本
国
の
認
識
を
残
す
た
め
、
富
士
山
か
ら

日
本
国
の
方
角
に
進
ん
だ
。 

④ 

夏
の
夜
、
甲
斐
の
酒
折
宮
で
食
事
し
て
い
る
。
酒
折
宮
は
甲
府
盆

地
の
北
側
に
位
置
し
て
、
富
士
山
が
見
え
る
場
所
で
あ
る
。
富
士

山
と
の
別
れ
の
宴
だ
っ
た
と
思
う
。 

⑤ 

甲
府
か
ら
秩
父
に
向
か
っ
た
。
途
中
に
石
の
森
と
い
う
岩
が
重
な

る
丘
が
あ
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に
日
本
武
尊
が
腰
か
け
た
石
が
あ

り
、
そ
の
方
角
を
確
認
す
る
と
、
南
の
方
角
、
富
士
山
の
見
え
る

場
所
の
石
で
あ
っ
た
。 

⑥ 

武
尊
山
か
ら
の
帰
途
、
佐
久
か
ら
諏
訪
に
向
か
う
が
、
最
も
遠
い

信
州
峠
越
え
の
道
を
選
ん
で
い
る
。
も
う
一
度
富
士
山
を
見
た
か

っ
た
こ
と
が
分
か
る
。 



写真７ 神代桜 

地図６ 高根山群 

⑦ 
信
州
峠
か
ら
北
杜
市
に
降
り
て
、
日
本
武
尊
は
実
相
寺
に
桜
を
植

え
て
い
る
。
神
代
桜
と
し

て
大
変
有
名
で
今
も
春
に

は
花
を
咲
か
せ
て
い
る
。

そ
の
実
相
寺
を
訪
ね
る
と
、

富
士
山
が
南
ア
ル
プ
ス
の

裾
の
山
で
見
え
な
く
な
る

境
に
位
置
し
て
い
た
。
別

れ
の
手
向
け
の
桜
だ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。 

⑧ 

日
本
武
尊
は
中
央
ア
ル
プ
ス
の
神
坂
峠
を
越
え
て
、
伊
那
か
ら
美

濃
に
向
か
う
。
そ
の
神
坂
峠
の
横
に
富
士
見
台
と
い
う
山
が
あ
る
。

こ
こ
か
ら
は
南
ア
ル
プ
ス
に
遮
ら
れ
て
、
わ
ず
か
に
富
士
山
が
見

え
な
い
。
東
征
隊
は
こ
こ
か
ら
富
士
山
が
見
え
る
と
考
え
た
の
か

も
し
れ
な
い
。
最
後
の
名
残
の
痕
跡
と
考
え
た
。 

  

建
稲
種
副
将
軍
と
日
本
武
尊
の
友
情
の
証 

 

神
坂
峠
を
越
え
美
濃
に
入
る
内
津
の
坂
を
下
る
と
き
、
早
馬
が
来
て

建
稲
種
が
駿
河
の
海
に
落
ち
、
水
死
し
た
知
ら
せ
が
届
い
た
。
こ
れ
を

聞
い
た
日
本
武
尊
は
「
う
つ
つ
か
な
。
う
つ
つ
か
な
」
と
悲
涙
し
た
と

伝
わ
る
。
そ
こ
に
内
津
神
社
を
創
祀
し
て
霊
を
祀
っ
た
。 

 

水
死
の
原
因
は
「
一
日
船
を
浮
か
べ
て
お
ら
れ
る
と
、
羽
美
し
く
声

お
も
し
ろ
い
異
鳥
が
海
上
に
飛
翔
す
る
の
を
見
て
、
こ
れ
を
捕
え
日
本

武
尊
に
献
上
し
よ
う
と
、
追
い
回
す
う
ち
突
風
が
起
こ
り
転
覆
し
溺
死

し
た
」
と
あ
る
。 

 

伊
豆
七
島
の
御
蔵
島
に
は
黒
崎
高
尾
山
が
あ
る
。
原
始
林
の
山
中
で

鏡
が
見
つ
か
っ
て
い
て
、そ
の
場
所
に
稲
種
な
ら
ぬ
稲
根
神
社
が
あ
る
。

こ
の
御
蔵
島
沖
で
水
死
し
た
も
の
と
推
理
し
た
。
黒
崎
高
尾
山
の
黒
は

悲
し
み
の
黒
と
考
え
る
。 

 

こ
の
内
津
の
坂
で
の
出

来
事
も
山
に
託
さ
れ
て
い

な
い
か
と
考
え
て
み
た
。

す
る
と
多
治
見
市
付
近
に

高
根
山
が
多
く
見
つ
か
っ

た
。
こ
れ
ら
が
内
津
神
社

を
指
し
示
し
て
い
る
。
高

根
権
現
山
ま
で
が
あ
る
。

内
津
神
社
の
祭
神
は
建
稲

種
で
あ
る
か
ら
、
権
現
と

は
建
稲
種
の
こ
と
な
の
で

あ
ろ
う
。 

静
岡
県
に
も
い
く
つ
か
の
高
根
山
が
あ
り
、
こ
れ
を
介
し
て
黒
崎
高

尾
山
と
結
ば
れ
て
い
た
。
下
田
の
高
根
山
は
こ
こ
か
ら
船
出
し
た
こ
と

を
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
驚
く
の
は
牧
之
原
の
高
根
山
、
清
水
の
高
根



地図７ 日本ケ塚山 

山
を
経
て
富
士
山
も
結
ば
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
富
士
山
は
尊
と
稲

種
が
共
に
巡
っ
て
最
後
に
別
れ
た
思
い
出
の
場
所
で
あ
っ
た
。 

 

し
か
し
こ
れ
で
は
、
ま
だ
友
情
の
証
し
と
は
言
え
な
い
。
同
じ
よ
う

に
日
本
武
尊
の
墓
所
と
富
士
山
も
結
ば
れ
て
い
る
の
で
は
と
考
え
た
。 

 

理
由
は
能
ぼ
野
の
白
鳥
塚
を
、
日
本
コ
バ
、
黒
尾
山
、
御
在
所
山
を

結
ぶ
直
線
が
指
示
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
白
鳥
塚
と
富
士
山
を
結
ん

で
み
る
と
、
中
間
に
日
本
ケ
塚
山
が
見
つ
か
っ
た
。
こ
の
名
前
は
日
本

武
尊
の
塚
と
言
っ
て
い
る
の

で
あ
ろ
う
。
こ
の
山
が
高
根

山
を
結
ぶ
線
の
交
わ
る
と
こ

ろ
に
設
定
さ
れ
て
い
た
。
日

本
武
尊
と
建
稲
種
を
結
び
つ

け
る
日
本
ケ
塚
の
山
だ
っ
た

の
あ
る
。副
将
軍
の
中
で
は
、

建
稲
種
は
年
が
若
く
、
３
０

歳
で
亡
く
な
っ
た
日
本
武
尊

と
気
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

弟
橘
媛
へ
の
愛
の
証 

 

日
本
武
尊
は
三
浦
半
島
の
走
水
か
ら
房
総
半
島
に
、
東
京
湾
を
船
で

渡
っ
て
い
る
。
そ
の
渡
海
の
最
中
、
嵐
が
襲
い
船
が
転
覆
し
そ
う
に
な

っ
た
。
そ
の
時
、
妃
の
弟
橘
媛
は
、
無
事
、
尊
が
対
岸
に
上
陸
で
き
る

よ
う
神
に
祈
り
自
分
の
身
を
投
げ
た
。 

 

渡
海
の
日
に
合
わ
せ
、
あ
ら
か
じ
め
余
裕
を
も
っ
て
走
水
に
来
て
い

た
よ
う
で
、
大
伴
黒
主
と
い
う
人
が
、
ハ
マ
グ
リ
を
献
上
し
喜
ば
れ
た

と
い
う
故
事
が
残
る
。嵐
が
来
そ
う
な
こ
と
は
予
測
で
き
た
で
あ
ろ
う
。

な
ぜ
敢
え
て
出
港
し
た
の
か
？ 

走
水
を
太
陽
が
通
る
日
、
す
な
わ
ち
対
岸
に
上
陸
し
て
太
陽
が
富
士

に
沈
む
光
景
が
見
え
る
日
に
合
わ
せ
た
と
考
え
た
。
そ
の
た
め
、
嵐
が

来
そ
う
な
中
、
無
理
し
て
船
出
し
た
と
思
う
。 

 

一
方
、
弟
橘
媛
は
こ
の
日
の
渡
海
に
か
け
る
尊
の
心
を
知
っ
て
い
た

こ
と
、
こ
の
厳
し
い
東
征
に
女
が
同
行
し
て
、
焼
津
で
火
に
囲
ま
れ
た

よ
う
に
、自
分
は
尊
の
足
で
ま
と
い
と
考
え
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

自
分
が
尊
の
た
め
に
役
立
つ
の
は
こ
の
時
し
か
な
い
と
考
え
た
と
思

う
。
入
水
の
前
に
、 

「
さ
ね
さ
し 

相
模
の
小
野
に 

燃
ゆ
る
火
の 

火
中
に
立
ち
て 

問

ひ
し
君
は
も
」 

と
歌
っ
て
い
る
。
船
は
富
津
岬
の
北
ま
で
流
さ
れ
て
、
木
更
津
の
富
士

見
あ
た
り
に
上
陸
し
た
。
媛
が
謳
っ
た
歌
を
聞
か
さ
れ
て
、
尊
は
い
つ

ま
で
も
そ
の
浜
を
立
ち
去
ら
な
か
っ
た
と
伝
わ
る
。木
更
津
の
名
前
は
、

こ
の
「
君
去
ら
ず
」
に
由
来
す
る
。 

 

そ
の
後
、
尊
は
東
征
の
旅
の
中
で
、
弟
橘
媛
を
想
い
各
地
に
「
吾
妻

山
」
を
残
し
た
。 

 
 

図
７
に
示
す
よ
う
に
東
征
の
岐
路
、
だ
ん
だ
ん
そ
の
思
い
は
強
く



地図８  吾妻山の分布 
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な
り「
吾
妻
耶
」「
四
阿
屋

あ

ず

ま

や

」

と
遠
く
呼
び
か
け
る
よ
う

な
名
前
の
山
を
残
し
て
い

る
。
日
本
書
紀
で
は
「
碓

日
の
峯
に
の
ぼ
り
、
東
南

の
方
向
を
望
ん
で
、
三
度

歎
い
て
『
吾
嬬
は
や
』
と

い
わ
れ
た
」
と
記
し
て
い

る
。 

 

こ
の
碓
日
の
峯
は
、
中
山
道
の
碓
氷
峠
の
頂
上
に
あ
る
、
軽
井
沢
の

見
晴
ら
し
台
の
よ
う
で
あ
る
。 

 

訪
ね
て
み
る
と
、
見
晴
ら
し
台
の
東
南
の
方
向
に
中
尾
山
が
見
つ
か

る
。
そ
の
ず
っ
と
先
が
走
水
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
走
水
に
向
か

っ
て
「
吾
嬬
は
や
」
と
叫
ん
で
い
た
の
で
あ
る
。 

 

尊
は
伊
吹
山
の
戦
い
で
、
脚
に
毒
矢
を
受
け
近
江
を
経
て
纒
向
に
帰

る
予
定
を
変
更
し
、
三
重
廻
り
で
戻
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
道
を
選
ん

だ
の
は
、比
較
的
平
坦
で
脚
に
負
担
が
少
な
か
っ
た
こ
と
に
も
よ
る
が
、

亀
山
が
弟
橘
媛
の
生
ま
れ
里
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。 

 

「
吾
が
足
は
三
重
の
勾
の
如
く
し
て
甚
疲
れ
た
り
」
と
述
べ
、
春
欄

満
の
中
、
纒
向
に
戻
る
こ
と
は
も
は
や
か
な
わ
な
い
。
亀
山
ま
で
あ
と

数
ｋ
ｍ
の
と
こ
ろ
で
、
力
尽
き
病
が
急
に
す
す
み
亡
く
な
ら
れ
た
と
記

す
。 

 

白
鳥
塚
に
あ
る
日
本
武
尊
を
祀

る
加
佐
登
神
社
を
訪
ね
る
と
、
境

内
に
日
本
武
尊
の
命
日
は
四
月
八

日
と
掲
示
さ
れ
て
い
た
。
尊
は
何

と
し
て
も
亀
山
ま
で
、
四
月
八
日

ま
で
は
と
彷
徨
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
。
そ
し
て
そ
の
日
が
来
て

病
が
進
ん
だ
と
考
え
る
。 

 

夫
婦
が
同
じ
日
に
亡
く
な
る
こ

と
は
、
確
率
的
に
は1/365

＊1/365

約1/13

万
で
珍
し
い
こ
と
で
は

な
い
が
、
偶
然
で
な
く
そ
の
思
い
で
成
し
た
と
こ
ろ
に
弟
橘
媛
媛
へ
の

愛
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
わ
り 

 


